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令和5錮露麒爾巌潮域導銅)される

十

一
月
十
日
、
有
田
市
の
鮎
茶
屋
に
お

い

て
湯
浅
税
務
署

・
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会
並
び
に
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の

＾
者
共
催
に
よ
る
令
和
五
年
度
納
税
表
彰
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
´

当
日
は
、
紀
中
県
税
事
務
所
長
、
有
田
市
長

一市
町
長
代
表
）
、
近
畿
税
理
十
会
湯
浅
支
部

長
を
は
じ
め
、
有
田
部
各
町
長
並
び
に
関
係

―ヽｊｌ
体
か
ら
多
数

の
ご
来
賞
を
お
迎
え
し
て
、

納
税
去
彰
式
に
錦
Ｌ
花
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
．

栄
え
あ
る
賞
に
輝

い
た
の
は
、
多
年
に
わ

た
―り
、
常
に
率
先
し
て
、
申
告
納
税
制
度
に

沿

っ
た
、
「適
正
申
告
」
と

「期
限
内
納
付
」
を

続
け
ら
れ
、
さ
ら
に
納
税
協
会

・納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
等

の
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
会
員
等

の
指
導
育
成
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
方
、
ま
た
多
年
に
わ
た
り
、

租
税
教
育

の
推
進

に
努
め

わヽ
れ
る
と
と
も

に
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及

・
拡
大
に
顕
著
な

功
績
を
掲
げ
ら
れ
た
方
な
ど
、
納
税
道
義
の

高
揚
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
で
す
．

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お

祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

よ
―，

一
層

の
活
躍
を
お
祈
―，
中
し
上
げ
ま

■■■

発 行 人
公益社団法人湯浅納税協会

有田納税貯蓄組合連合会

編集発行人

新 井 栄 昭

栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次

の
方

々
で
す
●
敬
称
略

）

表
彰
状
受
彰
者

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
表
彰
受
彰
者

宇
治
川
昌
次

（湯
浅
納
税
協
会

・
常
任
理
事
）

塩
路
　
信
兼

（湯
浅
納
税
協
会

・
常
任
理
事
）

◆
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
受
彰
者

慈
幸
　
直
人

（有
田
納
貯
連
合
会

・
作
文
委
員
）

感
謝
状
受
贈
者

◆
湯
浅
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者

有
田
川
町
立
藤
並
小
学
校

（租
税
教
育
推
進
校
）

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
感
謝
状
受
贈
者

沼
田
　
信
也

（湯
浅
納
税
協
会

。
相
談
役
）
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◆
湯
浅
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
彰
者

石
垣
　
泰
伸

（湯
浅
納
税
協
会

・
副
会
長
）

田
中
　
賢
司

（湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

川
岸
　
俊
夫

（有
田
川
町
立
藤
並
小
学
校

・
校
長
）
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令和5年 12月 15 FI 納 税 だ よ り 第 108号  (2)

「税
に
つ
い
て
の
作
文
」
「税
の
標
語
」

の
募
集
に
は
本
年
も
有
田
郡
市
の
各
中

学
校

・
高
校
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
の
作
文
に
は

一

五
三
三
編
、
標
語
に
は

一
五
七
九
編
、

高
校
生
の
作
文
に
は
、
三
三
九
編
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
．

各
学
校
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
方

か
ら
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
十

一
月
二
十
二
日
に

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
中
学
生

を
対
象
に
よ
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。入

選
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
．

（敬
称
略
）

○
中
学
生
　
作
文
の
部

▼
国
税
庁
長
官
賞

吉
備
中
学
校
三
年

梅
谷
　
彩
花

▼
納
税
協
会
連
合
会
会
長
賞

保
田
中
学
校

一
年

堀
江
　
莉
望

▼
和
歌
山
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

福
島
　
　
苺

吉
備
中
学
校
三
年

江
川
　
好
香

「税
の
作
文
・標
語
」
優
秀
作
品
決
ま
る

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

箕
島
中
学
校
三
年

藤
田
　
莉
緒

▼
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進

連
絡
協
議
会
賞

金
屋
中
学
校
二
年

梅
田
　
泰
成

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

吉
備
中
学
校
三
年

上
野
山
莉
瑚

金
屋
中
学
校
三
年

樫
内
　
千
慧

▼
各
市
町
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

保
田
中
学
校
三
年

文
成
中
学
校
二
年

湯
浅
中
学
校

一
年

耐
久
中
学
校
三
年

津
木
中
学
校
三
年

吉
備
中
学
校

一
年

金
屋
中
学
校
三
年

石
垣
中
学
校
三
年

九
鬼
　
綾
音

八
幡
中
学
校
三
年

西
岡
　
優
咲

▼
有
田
納
税
貯
蓄
組
合連

合
会
会
長
賞

湯
浅
中
学
校

一
年

西
野
　
哲
平

金
屋
中
学
校
三
年
　
田
端
　
千
紘

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

湯
浅
中
学
校
二
年

石
田
　
悠
華

耐
久
中
学
校
二
年

小
野
田
侑
香

松 湯 新 北 山 寺 丸 阪
本 田 家 原 崎 柚 畑 本

湖 夏 彩 侑 望 彩 綾 円
羽 澄 愛 芽 花 里 香 花

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

栗
山
　
善
多

吉
備
中
学
校
三
年

喜
多
　
千
夏

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

山
崎
　
結
月

耐
久
中
学
校
三
年

池
永
　
芽
生

▼
大
桑
教
育
文
化
振
興
財
団理

事
長
賞

耐
久
中
学
校
三
年

田
中
　
里
弥

吉
備
中
学
校
三
年

嘉
成
　
来
知

金
屋
中
学
校
二
年

川
嶋
　
泰
聡

金
屋
中
学
校
二
年

榎
本
奈
津
実

○
中
学
生
　
標
轟
の
部

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

保
田
中
学
校
三
年

上
野
山
琢
人

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校

一
年

川
畑
　
心
愛

湯
浅
中
学
校
三
年

江
川
　
紫
音

津
木
中
学
校
二
年

古
川
　
夢
菜

吉
備
中
学
校
二
年

寺
柚
　
優
奈

▼
各
市
町
長
賞

保
田
中
学
校

一
年

湯
浅
中
学
校
三
年

耐
久
中
学
校
三
年

吉
備
中
学
校

一
年

金
屋
中
学
校
三
年

石 増 堀
原 田 江

悠  莉
愛 悠 望

三
木
　
葵
乃

吉
田
ひ
な
た

八
幡
中
学
校
二
年

梅
本
　
裕
成

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

文
成
中
学
校
二
年

生
馬
　
莉
子

八
幡
中
学
校
三
年

畑
中
　
優
歩

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

耐
久
中
学
校
三
年

田
中
　
里
弥

石
垣
中
学
校

一
年

中
尾
　
玲
奈

○
高
校
生
　
作
文

の
部

▼
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進

連
絡
協
議
会
賞

有
田
中
央
高
校

一
年

上
野
　
稜
真

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

耐
久
高
校
二
年

　

一二
橋
　
華
紗

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

耐
久
高
校

一
年

　

堂
前
　
紀
恵

有
田
中
央
高
校

一
年

周
参
見
翔
矢

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

耐
久
高
校

一
年

　

鳥
羽
　
華
夢

箕
島
高
校

一
年

　

中
道
　
夢
音

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

箕
島
高
校

一
年

　

山
崎
　
末
霞

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

感
謝
状

有
田
川
町
立
吉
備
中
学
校
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《有田川町立吉備中学校には、全国納税貯蓄組合連合会から感謝状が贈られています。》
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令和5年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 108号 (4)

卜〓饂一躁
一鷺
筆
炒
躾
咸
一膊
一薇
一「嶽
一鐵
一警
吝
檜
颯
・簿
・驚
一』一颯
は
．備
・晶
、総
一鮮
一

《
国

税

庁

長

官

賞

》

「
税

金

で

つ

な

ぐ

命

の

リ

レ

ー

」

吉
備
中
学
校
三
年

梅

谷

彩

花

二
〇
二
三
年
七
月
現
在
、
日
本
全
国
四
十
七
都
道

府
県
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
五
十
六
機
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
和
歌
山
県
で
も
二
〇
〇

二
年

一
月
か
ら
、
和
歌
山
県
立
医
学
科
大
学
院
を
基

地
と
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
私
が

税
の
作
文
を
書
く
き

っ
か
け
を
く
れ
た
の
は
、
弟
の

存
在
で
し
た
。
私
の
自
宅
の
窓
か
い
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
よ
く
見
え
ま
す
。
弟
は
、
そ

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
到
着
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
大
好

き
で
、
毎
日
身
を
の
り
出
し
て
到
着
か
ら
離
陸
ま
で

を
見
守

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
弟
か
ら

「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
調
べ
た
内
容
は
、

驚
き
と
発
見
だ
ら
け
で
し
た
。

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、
「
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
特
別
措
置

法
」
と

い
う
法
律
に
基
づ
い
て
、
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
か
か
る
管
理

・
運
航
費
用
は
、
年
間
約

二
億
五
千
万
円
と
言
わ
れ
、
こ
の
費
用
は
、
国
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
す
る
都
道
府
県
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
置
か
ら
運
航

・
管
理
費
用
に
お
い
て
、
私
た
ち
国
民
が
納
め
た
税

金
を
使
用
し
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
そ

う
考
え
る
と
、
自
分
も
誰
か
の
命
を
助
け
る
手
助
け

が
で
き
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

一
回
の
往
復
に
は
、
大
体
約
五

十
～
百
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

）
日
本
の
場
合

そ
の
費
用
は
、
救
急
車
同
様
に
患
者

へ
の
費
用
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
比

べ
海
外

で
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ

一
回
の
利
用
で
五
百
万
円
以
上
を
請
求
さ

れ
た
例
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
年
間
出
動
回
数
は
二
千
件
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
年
間
に
二
千
人
も
の
人
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
救
急
車
に
比
べ
て
、
大
幅
に
治
療
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
助
け
る
こ
と
が
出
来
な

か

っ
た
多
く

の
人

の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
、
自
分
達
も

納
税
と

い
う
形
で
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
命
を

つ
な
ぐ
リ
レ
ー
の

一
員
と
し
て
認
め
て
も

ら
え
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
自
分
自
身
を
誇
ら
し

く
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
税
に
対
し
て
疑
問
や
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か

っ
た
自
分
の
考
え
に
意
味

を
持
た
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
弓

私
は
、
弟
の
問
い
か
け
に
対
し
て

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
山
の
向
こ
う
の
病
院
か
ら
や

つ
て
く
る
け
ど
、
そ

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
と
ば
し
て
い
る
の
は
み
ん
な
の

力
な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

税
金
は
、
全
国
民
が
色

々
な
形

で
納
め
て
い
ま

す
。
自
分
達
が
通

っ
て
い
る
学
校

の
机
や
教
科
書

も
、
税
金
の

一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
毎
日
は
、
み
ん
な
が
納
め
て
く
れ
る
税
金
の
上
に

成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
税
金
に
よ

っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
私
も
将
来
、
自
分
の
支
払

っ
た
税
金
が
誰
か
の

役
に
立

つ
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
立
派
な
納
税
者
に

な
り
た
い
で
す
。

」■ド
ア

・亀

苺

凛書Ｆ
襲

轟

―
ロレ

鱒b

`
腱辟距■._



(5)第 108号 納 税 だ よ り 令和5年 12月 15日

中
学
生

「税
の
標
語
」
優
秀
作
品
と
し
て
次
の
作
品
が
選
ば
れ
、
有
田
市

・

湯
浅
町

・
広
川
町

。
有
田
川
町
に
計
六
箇
所
あ
る

「税
の
標
語
の
塔
」
に

一
年

間
掲
載
さ
れ
、
道
行
く
人
々
に
税
に
対
す
る
関
心
と
正
し
い
理
解
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

○
有
田
市
　
掲
載
作
品

【湯
浅
税
務
署
長
賞
】

受
け
継
ご
う
　
税
で
つ
な
が
る
　
明
る
い
未
来

保
田
中
学
校
三
年

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

税
金
で
　
未
来
と
希
望
を
　
バ
ト
ン
パ
ス箕

島
中
学
校

一
年

愛

【有
田
市
長
賞
】

そ
の
税
で
　
活
か
し
て
叶
え
る

豊
か
な
未
来

保
田
中
学
校

一
年

堀
江
　
莉
望

【湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞
】

税
金
は
　
み
ん
な
で
使
う
　
宝
物

文
成
中
学
校
二
年
　
　
生
馬
　
莉
子

○
湯
浅
町
　
掲
載
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

納
め
よ
う
　
自
分
の
た
め
に
　
未
来
の
た
め
に

湯
浅
中
学
校
三
年

比系
音

【湯
浅
町
長
賞
】

納
め
よ
う
　
み
ん
な
の
た
め
に

正
し
い
税

湯
浅
中
学
校
三
年

増
田
　
　
悠

川
火III

七ヽ

上

野
山
琢
人

江
川

○
広
川
町
　
掲
載
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

つ
く
ら
れ
る
　
学
ぶ
環
境
　
税
金
で

【有
田
川
町
長
賞
】

こ
の
税
に
　
託
す
僕
ら
の

【広
川
町
長
賞
】

夢
が
咲
く
　
未
来

へ
め
ぐ
る

あ
な
た
の
税

耐
久
中
学
校
三
年

【近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞
】

支
え
合
い
　
未
来
に
つ
な
げ
　
税
の
バ
ト
ン

耐
久
中
学
校
三
年

○
有
田
川
町
　
掲
載
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

納
税
は
　
誰
も
が
で
き
る
　
助
け
合
い

津
木
中
学
校
二
年
　
　
古
川
　
夢
菜

石
原
　
悠
愛

田
中
　
里
弥

吉
備
中
学
校
二
年
　
　
土寸
柚
　
優
奈

明
る
い
未
来吉

備
中
学
校

一
年

贈
り
も
の

三
木
　
葵
乃

八
幡
中
学
校
三
年
　
　
畑
中
　
優
歩

石
垣
中
学
校

一
年
　
　
中
尾
　
玲
奈

税
金
は
　
未
来
の
町

へ
の

【湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞
】

創
り
た
い
　
明
る
い
未
来
を
　
税
金
で

【近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞
】

納
め
よ
う
　
社
会
を
守
る
　
税
金
を

の

町
は

金
屋
中
学
校
三
年
　
　
土
口
田
ひ
な
た

あ
な
た
の
税
で
　
創
ら
れ
る八

幡
中
学
校
二
年
　
　
梅
本
　
裕
成



令和5年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 108号 (6)

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会
開
催

十
月
二
十
四
日
、
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
和
歌
山
税
務
署
審
理
専
門
官

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
改
正
法
人
税
法
等
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

年
末
調
整
等
説
明
会
開
催

十

一
月
十
四
日
に
湯
浅
納
税
協
会
に
お
い
て
、

湯
浅
税
務
署
担
当
官
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
令

和
五
年
度
年
末
調
整
等
並
び
に
消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

青

年

部

会

講

演

会

を

開

催

九
月
二
十
八
日
に
、
有
田
市
の

「橘
家
」
に
お
い
て

三
十
七
名
が
参
加
し
て
、
青
年
部
会
主
催
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
講
師
に
、
湯
浅

税
務
署
の
西
出
署
長
様
を

お
迎
え
し
、
「
人
口
減
少

時
代

の
社
会
保
障
と
税
」

と

い
う
演
題
で
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
当
日
参
加
し

た
者
に
と

つ
て
大
変
有
益

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
は
、
成
戸
青
年
部
会
長
を
は
じ
め
十
五
名

が
参
加
し
て
、
十

一
月
十
六
日
か
ら

一
泊
一
日
で
管
外

研
修

（福
岡
）
を
行

い
ま
し
た
．

初
日
は
、
門
司
税
関
福
岡
空
港
支
署
を
訪
問
し
、
担

当
官
か
ら
税
関
の
役
割
や
麻
葉
犬

の
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
一
日
日
は
、
博
多

の
総
鎮
守
で
あ
る
櫛

田
神
社
に
参
請
し
■
地
の
歴
史
を
学
ぶ
な
ど
、
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

麗

「納
税
協
会
青
年
の
集
い
」
京
都
大
会
に
参
加

十
月
二
十
七
日
、
納
税
協
会
連
合
会
青
年
部
会
連
絡
協
議

会
主
催
の
第
十
四
回

「青
年
の
集
い
」
京
都
大
会
が
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
イ
ア
京
都
で
開
催
さ
れ
、
当
納
税
協
会
か
ら
は
、

二
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

一
部
の
大
会
式
典
、
第
二
部
の
租
税
教
育
活
動
の
発
表

に
つ
づ
い
て
第
三
部
の
講
演
会
で
は
、
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社

名
誉
顧
間
の
立
石
文
雄
氏
を
お
招
き
し
て

「未
来
を
拓
く
企

業
理
念
経
営
」
と
い
う
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
四
部
の
意
見
交
換
会
は
、
京
都
ら
し
く
佐
々
岡

家
元
に
よ
る

「京
の
い
け
ば
な
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
」
や
祗
園

甲
部
の
芸
妓
や
舞
妓
に
よ
る

「祝
舞
」
で
華
々
し
く
開
宴
さ

れ
、
当
日
参
加
さ
れ
た
七
百
名
の
他
の
協
会
の
青
年
部
会
員

の
方
々
と
、
活
発
な
交
流
を
図
る
な
ど
、
充
実
し
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
ｃ

||11■

`螢

■年の■1

_.‐ ■|1雲馨響
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(7)第 108号 納 税 だ よ り 令和5年 12月 15日

令翻5年|ガロ定1申告の鋼囲はお早め鱈J

農業所得者に対する決算等説明会のご案内

日   日寺 内  容 場
△

アヽ 講  師

令和6年 1月 17日 (水 )

午後1時 ～ 2時

・決算の留意事項

・確定申告における留意事項等

について

湯浅納税協会

3階 会議室

湯浅税務署

職 員

※なお、この説明会では、「消費税インボイス制度」における留意事項についても説明します。

湯浅納税協会では、サラリーマンの方を対象にパソコンを利用したe―Taxに よる確定申

告書の作成の仕方について研修を次のとお り開催 しますので、ご興味のある方は是非ご

参加 くださいますようご案内中し上げます。なお、会場の都合で参加人数に限 りがあり

ますので、事前にお申し込みをお願いいたします。

また、スマー トフォンを利用した申告についての質問もお受けいたします。

e‐ Tax研修会のお知 らせ

開 イ崖 日 時 令和6年 1月 17日 (水) 午前 10時 ′-11時

開 催 場 所 湯浅納税協会 3階 会議室

内 容 e‐Taxに よる確定申告書の作成の仕方 (医療費・寄附金控除等 )

==]再 日雨 湯浅税務署 職員
己■
測
=

口貝 14名 (先着順 )

申 込 期 限 令和6年 1月 10日 (水 )

参  カロ  費 会員・非会員とも 無 料

申込 。お問合せ 湯浅納税協会 (0737-63-5454)

.A A
し:曙:惹

新しい仲間をご紹介ください。
会費は法人・個人別に定められています。

詳しくは、窓日か電話でお尋ねください。

こ入会の申し込みはこちらから 監壼F

携帯電話、スマートフォンで右記のQRコードまたは下記のURLヘアクセスしてください。

https://www.nk―net.cojp/kyokai/nyukai/top/83507

会員の皆様へ お願 い



令和5年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 108号 (8)

湯浅納税協会か らのお知 らせ

開  設

開 設 場 所

令和 6年 2月

開 設 時 間5 6 13 14 16 19

月 火 火 水 金 月

有田市文化福祉センター 3階 大会議室 ● ● 9:30へ′16:00

有田川町役場 吉備庁舎 4階 会議室 ● 9:30へ′16:00

有田川町役場 清水行政局 2階 大会議室 ● 9:30へ′15:00

湯浅納税協会 3階 会議室 ● ● 9:30～ 16:00

税理士による地区無料相談会場のご案内

※ いずれの会場も正午から午後 1時まで相談は行っていません。

※ 受付時間は、9時 30分から終了時間の30分前までです。

なお、申告会場の混雑状況によっては早めに受付を終了させていただく場合があります。

※ ご来場の際には、前年分の申告書等控え、源泉徴収票 (給与 。年金収入のある方)、 所得控除

に係る各種証明書などの申告書の作成に必要な書類等をご持参ください。

なお、会場内に筆記用具は用意していませんので、ボールペンや計算機等はご持参ください。

※ 各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」、「贈与税」、「相続税」、「山林所得」に関

する相談は行っておりませんので、これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署へお越し

ください。

令和 5年分確定中告の湯浅税務署の中告書作成会場の開設期間は、

2月 16日 (金)から 3月 15日 (金)です.

土 。日・祝日は開設 してお りません
=

申告相談の受付は 16時 まで行ってお りますが、申告書作成会場の混雑状況により早めに

相談受付を終了する場合がございます。

なお、作成済みの申告書等の受付、用紙の交付については、 17時 まで行っています。

中告書作成会場では、スマー トフォンによる中告書の作成を推進 しています(]ス マー トフォン

及びマイナンバーカー ドをお持ちの方は、ご持参いただきますようお願いします。

(な お、マイナンバーカー ドの暗証番号 も必要となります。)

土地・建物を売却された所得、山林所得、贈与税の相談は、次の日程のみの対応となります。

2月 16日 (金 )、 2月 19日 (月 )、 2月 21日 (水 )、 2月 26日 (月 )、 2月 28日 (水 )

3月 4日 (月 )、 3月 6日 (水 )、 3月 8日 (金 )、 3月 11日 (月 )、 3月 13日 (水 )、 3月 15日 (金 )

2月 15日 (木 )以前は、中告書作成会場を開設 してお りません.:1唾常窓口での対応となります。

務 署 か らの お知 らせ



(9)第 108号 納 税 だ よ り 令和5年 12月 15日

自宅からスマホで申告

・便利
してみませんか?

ス マ ホ カ メ ラ で
源 泉 徴 収 票 を
読み取りできます !

他にもメリットあります !

。青色申告決算書・収支内訳書がスマホで作成可能
。マイナンバーカー ドの読取回数は原則 1回※

※ 初めてマイナンバーカードを使用して確定申告を行う場合は、

読取回数が2回 になります。

膚ヽ

)`

確定 申告期間は 24時間

い つ で も 利 用 可 能
※メンテナンス時間を除く

ス マ ホ 専 用 画 面 で

見 や す く 操 作 が 簡 単

専 用 画 面

画面の案内に沿 つて

入 力 す る だ け

書類の記載内容を入力・

送信することで添付省略
※一部の書類は除く

税務署 へ の持参 が不要

印 刷 ・ 郵 送 代 が 不 要

持参・印刷・郵送不要

還付金の振込みが早い
※ 2月 末までに提出した場合に 2～ 3週間程度で還付

(書面提出の場合は4～ 6週間程度で遺付 )

ヽ
―

4年で約20倍
:」」ロロロ|||||口,)

/聖 _■畿″
烹マ翠鰺告蟻鰺

249万人

―
一■ |||■■

警

嚢

・‐・
'11=■

・:‐ ‐   ・ ―
=卜■‐■―‐    ■1:■ ■‐・ ・   =― ‐::.:~=,・     ■‐

.‐

‐1‐● ‐・

全国で 249万人 が、

自宅からスマホを

使ってe―Taxで申告

詳しくは裏面をご覧ください:!卜>>

億動P大阪国税局日税務署

鼠

″
４
一ン
√

ヽ

早 期 還 付

添付書類不要自動 計 算
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令和5年 12月 15日 納 税 だ よ り 第 108号 (10)

申告 書 の作成・送信は 自書 ヽ

C
国税庁ホームベージか

■
■
Ｉ

●
h
口′

静 「
ヨ

Ｆ
Ｌ

O、 ′″

作成コーナー

作
成
開
始

日静 回

翻【確定申告書等作成コーナー】

『給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
』
を

読
み
取
っ
て
自
動
入
力
！

ス
マ
ホ
な
ら
、
カ
メ
ラ
で

ぐ

ヽ、

口臓
・

ぶ

給
与
所
得
が
あ
る
方
の
例

●,i=キ

」
Ｄ
ア

」
Ｄ
ア

マイナンバーカー ドをお持ちの方  ID・ パスワードをお持ちの方

一一

さらに

重

※ ′(ソコンの場合 ICカートリーダライタでも可

中

ヽ

:

:

l

10 ,ヽスつ―ド方式の届出完了適知

国税 太郎 1求 見 本

※ lDり 収ワーげガ漱暫定的な対応です。

お早めにマイナンパーカードの取得をお願 いします.

マイナポータル連携なら……・

各種控除証明書等のデータを
一括取得し、確定申告書の該当
項目に自動入力できます。

国税庁HP
「マイナポータル
連携特設ページ」
はこちら

の届出を確認 |

I申告書の控えと一緒

に保管されている場合

があります。

ID・ パスワード方式

1
、 ヽ
ヽ ,
■′

●●|||`
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′ ‐
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画面の案内に従うて入力→自動計算 !STEP21
轍 F難 中

“

幹 中 ―ナ‐
  .: ruf B{dtE*rt1- r - E

ヽ′

おすすめ

マイナンバーカード

申告書をデ■夕送信STEP3


